
(57)【要約】

【課題】　本発明は、液晶表示装置の充電特性を向上さ

せることができる液晶表示装置を提供することを目的と

する。

【解決手段】　本発明の液晶表示装置はスレーブデータ

駆動部が１水平走査期間前にマスターデータ駆動部がデ

ータラインに印加した電圧を保存して、この電圧の極性

を変えた後、その次の水平走査期間のプリチャージ電圧

でデータラインに印加するということを特徴とする。任

意のゲートラインに連結された画素とその次の隣接した

ゲートラインに連結された画素の間にはその画像データ

の変化がほとんどないので、１水平走査期間前の画像デ

ータを極性反転して、その次の水平走査期間のプリチャ

ージ電圧として使用すれば、プリチャージ電圧と元来表

示しようとする画像データの間の差の大きく減少する。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン と 、 該 ゲ ー ト ラ イ ン に 交 差 す る 複 数 の デ ー タ ラ イ ン と 、 前 記 各 ゲ ー
ト ラ イ ン と デ ー タ ラ イ ン の 交 点 に 形 成 さ れ た 画 素 か ら な る 液 晶 パ ネ ル と 、
　 外 部 の グ ラ フ ィ ッ ク ソ ー ス か ら 提 供 さ れ る 画 像 デ ー タ と 同 期 信 号 を 受 信 し て 前 記 液 晶 パ
ネ ル の 駆 動 に 必 要 な 制 御 信 号 を 生 成 し 、 前 記 画 像 デ ー タ の フ ォ ー マ ッ ト を 変 換 さ せ る タ イ
ミ ン グ 制 御 部 と 、
　 前 記 液 晶 パ ネ ル の 駆 動 に 必 要 な 階 調 電 圧 と ゲ ー ト 電 圧 を 生 成 す る 電 圧 発 生 部 と
　 前 記 ゲ ー ト 電 圧 を 利 用 し て 液 晶 パ ネ ル の ゲ ー ト ラ イ ン を １ 水 平 走 査 期 間 単 位 で 順 次 に 駆
動 す る ゲ ー ト 駆 動 部 と 、
　 前 記 液 晶 パ ネ ル 上 の デ ー タ ラ イ ン 別 に 前 記 タ イ ミ ン グ 制 御 部 の 画 像 デ ー タ に 対 応 す る 階
調 電 圧 を 選 択 し 、 前 記 選 択 さ れ た 電 圧 を １ 水 平 走 査 期 間 内 の 所 定 期 間 に 前 記 液 晶 パ ネ ル 上
の 各 デ ー タ ラ イ ン に 印 加 す る マ ス タ ー デ ー タ 駆 動 部 と 、
　 以 前 の 水 平 走 査 期 間 内 に 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 印 加 さ れ た 画 像 デ ー タ 電 圧 を 保 存 し 、 前 記
保 存 さ れ た 電 圧 の 極 性 を 反 転 さ せ た 後 、 前 記 水 平 走 査 期 間 の プ リ チ ャ ー ジ 期 間 内 に 前 記 液
晶 パ ネ ル 上 の デ ー タ ラ イ ン に 前 記 極 性 反 転 さ れ た 電 圧 を プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 と し て 印 加 す る
ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 と 、
を 含 む 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 マ ス タ ー デ ー タ 駆 動 部 と 前 記 ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 は 前 記 液 晶 パ ネ ル の 上 下 に 各 々
配 置 さ れ 、 １ 水 平 走 査 期 間 の プ リ チ ャ ー ジ 期 間 に は 前 記 ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 が 前 記 液 晶
パ ネ ル 上 の デ ー タ ラ イ ン に プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 を 印 加 し 、 １ 水 平 走 査 期 間 の 残 り の 期 間 に は
前 記 マ ス タ ー デ ー タ 駆 動 部 が 画 像 デ ー タ 電 圧 を 前 記 液 晶 パ ネ ル 上 の デ ー タ ラ イ ン に 印 加 す
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 は 、
　 以 前 の 水 平 走 査 期 間 内 に 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 印 加 さ れ た 画 像 デ ー タ 電 圧 を 保 存 す る た め
の 保 存 部 と 、
　 該 保 存 部 で 保 存 さ れ た デ ー タ ラ イ ン 電 圧 の 極 性 を 反 転 さ せ た 後 、 現 在 の 水 平 走 査 期 間 の
プ リ チ ャ ー ジ 期 間 内 に 前 記 極 性 が 反 転 さ れ た 電 圧 を プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 と し て 前 記 デ ー タ ラ
イ ン に 印 加 す る 反 転 駆 動 部 を 有 す る 複 数 の 駆 動 回 路 と を 含 み 、
　 該 各 駆 動 回 路 は デ ー タ ラ イ ン 別 に 具 備 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 保 存 部 は
　 デ ー タ ラ イ ン の 画 像 デ ー タ 電 圧 を 保 存 す る た め の キ ャ パ シ タ ー と 、
　 該 キ ャ パ シ タ ー と 前 記 デ ー タ ラ イ ン と の 間 に 連 結 さ れ て 水 平 走 査 期 間 中 デ ー タ ラ イ ン に
画 像 デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る 期 間 内 に タ ー ン オ ン さ れ る ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、
　 前 記 キ ャ パ シ タ ー に 保 存 さ れ た 電 圧 を 伝 達 す る ボ ル テ ー ジ ・ フ ォ ロ ワ ー 回 路 と 、
　 を 含 む 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 反 転 駆 動 部 は
　 前 記 保 存 部 に 保 存 さ れ た 画 像 デ ー タ 電 圧 の 極 性 を 反 転 さ せ 、 所 定 の 極 性 反 転 の 基 準 電 圧
と 前 記 極 性 が 反 転 さ れ た 画 像 デ ー タ 電 圧 と を 合 せ る 演 算 増 幅 器 と 、
　 該 演 算 増 幅 器 の 出 力 端 と 前 記 デ ー タ ラ イ ン と の 間 に 連 結 さ れ 、 １ 水 平 走 査 期 間 の プ リ チ
ャ ー ジ 期 間 内 に タ ー ン オ ン さ れ る ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、
を 含 む 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 極 性 反 転 の 基 準 電 圧 は 共 通 電 極 電 圧 で あ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 反 転 表 示 方 式 の 液 晶 駆 動 （ 画 素 充 電 ） 速 度 向 上 の た め マ ス タ ー － ス レ ー ブ （ ma
ster-slave） 駆 動 方 式 を 適 用 し た 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は 液 晶 パ ネ ル に マ ス
タ ー デ ー タ 駆 動 部 と ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 を 具 備 し て お り 、 前 記 ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 に
よ っ て 液 晶 パ ネ ル 上 の 画 素 を 予 め 充 電 し た 後 、 前 記 マ ス タ ー デ ー タ 駆 動 部 に よ っ て 実 際 に
表 示 し よ う と す る 画 像 デ ー タ 電 圧 を 画 素 に 充 電 す る よ う に 、 前 記 液 晶 パ ネ ル を 駆 動 す る 液
晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 は 、 そ れ ぞ れ の 走 査 線 を 連 続 す る 複 数 の 水 平 走 査 期 間 に わ た っ て 選 択 状 態 と し て プ
リ チ ャ ー ジ の み を 行 う ダ ミ ー の 水 平 走 査 期 間 を 設 け る 。 あ る い は 、 そ れ ぞ れ の 走 査 線 を 信
号 電 圧 極 性 が 同 一 で 最 近 接 の 複 数 の 水 平 走 査 期 間 に わ た っ て 選 択 状 態 と す る こ と に よ り 、
画 素 へ の 実 効 的 な 充 電 時 間 を 延 長 し 、 か つ 、 プ リ チ ャ ー ジ 期 間 や 充 電 負 荷 の 差 に 起 因 す る
走 査 線 ご と の 充 電 む ら を な く し て 、 均 一 な 表 示 を 行 う 。 ま た 、 信 号 電 圧 極 性 反 転 の タ イ ミ
ン グ を 固 定 し て 駆 動 回 路 を 簡 略 化 し た り 、 信 号 極 性 反 転 の タ イ ミ ン グ を 所 定 の パ タ ー ン で
移 動 さ せ て さ ら に 均 一 性 を 向 上 さ せ る こ と も で き る と い う 例 が 公 開 さ れ て い る （ 例 え ば 、
特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。  
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 液 晶 ド ラ イ バ の 出 力 ア ン プ 回 路 に お い て 、 所 定 の 階 調 電 圧 を 増 幅 し て 出 力 す る ア
ン プ 回 路 と 所 定 の 階 調 電 圧 を １ 倍 に バ ッ フ ァ し て 出 力 す る ア ン プ 回 路 に 切 り 換 え る 手 段 を
設 け 、 水 平 期 間 の 一 定 期 間 は 前 記 増 幅 出 力 、 他 の 期 間 は バ ッ フ ァ 出 力 で 液 晶 パ ネ ル を 駆 動
す る 。 ま た 、 表 示 デ ー タ に よ り 増 幅 し て 出 力 す る 階 調 電 圧 か を 判 定 す る プ リ チ ャ ー ジ 制 御
回 路 を 設 け る よ う に し て い る も の も あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 液 晶 表 示 装 置 の 液 晶 パ ネ ル は マ ト リ ク ス 形 態 に 配 列 さ れ た 画 素 パ タ ー ン が 形 成 さ れ て い
る 基 板 と そ れ に 対 向 す る 基 板 か ら な る 。 前 記 二 枚 の 基 板 の 間 に は 異 方 性 誘 電 率 を 有 す る 液
晶 物 質 が 注 入 さ れ る 。 前 記 二 枚 の 基 板 の 間 に は 電 界 が 印 加 さ れ 、 こ の 電 界 の 強 さ を 調 節 す
る こ と に よ っ て 基 板 を 透 過 す る 光 の 量 が 制 御 さ れ 、 所 望 の 画 像 （ image） に 対 す る 表 示 が
行 わ れ る 。 ま た 、 液 晶 の 劣 化 を 軽 減 す る た め 、 液 晶 に 印 加 さ れ る 電 界 の 極 性 を 走 査 線 毎 、
フ ィ ー ル ド 毎 、 ま た は フ レ ー ム 毎 に 反 転 さ せ る こ と が 普 通 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 表 示 装 置 の 画 面 が 大 型 化 し て 解 像 度 が 高 ま っ て い る た め 、 液 晶 パ ネ ル に 画 像 デ ー
タ を 短 時 間 記 録 す る た め の デ ー タ 駆 動 部 を 液 晶 パ ネ ル の 上 下 に 配 置 す る デ ュ ア ル 駆 動 （ du
al drive） 方 式 が 採 択 さ れ て い る 。 前 記 デ ュ ア ル 駆 動 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 で は 液 晶 パ ネ ル
の 上 下 に 具 備 さ れ た デ ー タ 駆 動 部 に よ っ て 画 像 デ ー タ が 液 晶 パ ネ ル に 供 給 さ れ て 画 像 表 示
が 行 わ れ る 。 し か し 、 上 下 に 配 置 さ れ た デ ー タ 駆 動 部 に は 画 像 デ ー タ と パ ネ ル の 駆 動 に 必
要 な 制 御 信 号 が 供 給 さ れ な け れ ば な ら な い の で 、 周 辺 回 路 を 実 装 す る た め の 印 刷 回 路 基 板
が 液 晶 パ ネ ル の 上 下 に 具 備 さ れ な け れ ば な ら な い 。 大 画 面 及 び 高 解 像 度 の 液 晶 表 示 装 置 で
は こ の よ う な 印 刷 回 路 基 板 が 占 め る 面 積 が 大 き い だ け で な く 、 印 刷 回 路 基 板 に 実 装 さ れ る
回 路 部 品 に よ る 費 用 上 昇 も 問 題 に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 マ ス タ ー － ス レ ー ブ 駆 動 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 は こ の よ う な 技 術 的 背 景 に 鑑 み 採 用 さ れ た
。 つ ま り 、 前 記 マ ス タ ー － ス レ ー ブ 駆 動 方 式 は 液 晶 パ ネ ル の 上 下 に デ ー タ 駆 動 部 を 配 置 す
る 点 で は 前 記 デ ュ ア ル 駆 動 方 式 と 同 一 で あ る が 、 上 下 の デ ー タ 駆 動 部 の 機 能 が 同 一 で な く
、 例 え ば 、 ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 は デ ー タ ラ イ ン の 画 素 を プ リ チ ャ ー ジ （ precharge） し
、 且 つ マ ス タ ー デ ー タ 駆 動 部 は 元 来 印 加 し よ う と す る 画 像 デ ー タ を デ ー タ ラ イ ン に 印 加 す
る と い う 点 で 前 記 デ ュ ア ル 駆 動 方 式 と は 異 な る 。 よ り 具 体 的 に 、 ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 は
単 純 に 液 晶 パ ネ ル の 任 意 の デ ー タ ラ イ ン を １ 水 平 走 査 期 間 中 一 部 の 時 間 の 間 に 予 め 設 定 し
た 特 定 レ ベ ル の 電 圧 で 駆 動 し 、 次 に 、 １ 水 平 走 査 期 間 の 残 り の 時 間 の 間 に マ ス タ ー デ ー タ
駆 動 部 が 前 記 デ ー タ ラ イ ン を 元 来 表 示 し よ う と す る 画 像 デ ー タ 電 圧 で 駆 動 す る 。 つ ま り 、
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ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 は 予 め 設 定 し た 電 圧 を 水 平 走 査 期 間 中 一 部 の 時 間 に だ け デ ー タ ラ イ
ン に 単 純 に 印 加 す れ ば い い の で 、 そ の 機 能 及 び 構 造 が 非 常 に 単 純 に な る 。 し た が っ て 、 前
記 マ ス タ ー － ス レ ー ブ 駆 動 方 式 は ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 の た め の 印 刷 回 路 基 板 を 必 要 と せ
ず 、 Ｓ Ｏ Ｇ （ Silicon On Glass） 方 式 に よ っ て 前 記 ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 を 液 晶 パ ネ ル 上
に 配 置 す る こ と も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ に は マ ス タ ー － ス レ ー ブ 駆 動 方 式 が 適 用 さ れ る 液 晶 表 示 装 置 の 任 意 の デ ー タ ラ イ ン
電 圧 の 波 形 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 図 １ を 参 照 す れ ば 、 １ 水 平 走 査 期 間 中 区 間 Iで は ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 に よ っ て 予
め 設 定 さ れ た 電 圧 （ Vpr（ n） ） が デ ー タ ラ イ ン に 印 加 さ れ 、 区 間 IIで は 元 来 表 示 し よ う と
し た 画 像 情 報 を 含 む デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 図 １ の 電 圧 波 形 は ド ッ ト 反 転 方 式 で あ る 場
合 を 仮 定 し た も の で あ る 。 つ ま り 、 １ ゲ ー ト ラ イ ン 単 位 で デ ー タ ラ イ ン に 印 加 さ れ る 電 圧
が 共 通 電 極 電 圧 を 基 準 と し て 高 レ ベ ル ま た は 低 レ ベ ル に 反 転 さ れ 、 こ れ を 極 性 反 転 と 呼 ん
で い る 。 し た が っ て 、 ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 に よ っ て 予 め 設 定 さ れ る 電 圧 も 正 極 性 と 負 極
性 に 各 々 適 用 さ れ る ２ レ ベ ル を 必 要 と す る 。 前 記 ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 で 予 め 設 定 さ れ る
電 圧 は デ ー タ 電 圧 の 範 囲 を 考 慮 し て 実 験 的 に 得 ら れ た 特 定 値 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し 、 先 に 説 明 し た マ ス タ ー － ス レ ー ブ 駆 動 方 式 で は ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 が 特 定 レ
ベ ル の 電 圧 で 液 晶 パ ネ ル の デ ー タ ラ イ ン を 予 め 駆 動 す る の で 、 前 記 区 間 IIで 元 来 表 示 し よ
う と す る 画 像 情 報 を 含 む デ ー タ 電 圧 と 前 記 特 定 レ ベ ル の 電 圧 は そ の 値 に 大 き な 差 が 生 じ 得
る 。 し た が っ て 、 各 画 素 で は ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 に よ っ て 加 え ら れ た 電 圧 が 前 記 差 電 圧
の 程 度 に よ っ て 大 き く 増 加 ま た は 減 少 し な け れ ば な ら な い 。 こ れ は 高 解 像 度 の 液 晶 表 示 装
置 で 各 画 素 が 十 分 に 駆 動 で き な い 問 題 を 引 き 起 こ す 。 つ ま り 、 解 像 度 が 増 加 し て １ 画 素 を
駆 動 す る 時 間 が 減 少 す る 時 、 ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 に よ っ て 予 め 充 電 さ れ た 電 圧 を 目 標 レ
ベ ル に 変 化 さ せ る の に 時 間 が か か る の で 、 元 来 表 示 し よ う と す る 画 像 情 報 を 駆 動 す る 時 間
が 減 少 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ －  ０ ５ １ ２ ５ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ２ ５ ５ ４ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 前 記 よ う な 技 術 的 背 景 下 で 従 来 の 技 術 的 問 題 を 解 決 す る た め の も の で あ る 。 水
平 走 査 期 間 毎 に 極 性 反 転 す る 装 置 で は 、 ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 が 任 意 の デ ー タ ラ イ ン を 駆
動 す る こ と に お い て 、 隣 接 し た ラ イ ン の 画 素 間 で は 画 像 デ ー タ 電 圧 の 変 化 が 非 常 に 小 さ い
と い う 性 質 を 利 用 し て １ 水 平 走 査 期 間 前 に 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 印 加 さ れ た 電 圧 を 保 存 し た
後 、 そ の 電 圧 の 極 性 だ け を 反 転 さ せ て 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 印 加 す る こ と に よ り 、 マ ス タ ー
－ ス レ ー ブ 駆 動 方 式 に お け る プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 と 元 来 表 示 し よ う と し た 画 像 デ ー タ 電 圧 と
の 間 の 電 圧 差 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 液 晶 表 示 装 置 の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン と 、 該 ゲ ー ト ラ イ ン に 交 差 す る 複 数 の デ
ー タ ラ イ ン と 、 前 記 各 ゲ ー ト ラ イ ン と 前 記 デ ー タ ラ イ ン の 交 点 に 形 成 さ れ た 画 素 か ら な る
液 晶 パ ネ ル と 、 外 部 の グ ラ フ ィ ッ ク ソ ー ス か ら 提 供 さ れ る 画 像 デ ー タ と 同 期 信 号 を 受 信 し
て 前 記 液 晶 パ ネ ル の 駆 動 に 必 要 な 制 御 信 号 を 生 成 し 、 前 記 画 像 デ ー タ の フ ォ ー マ ッ ト を 変
換 さ せ る タ イ ミ ン グ 制 御 部 と 、 前 記 液 晶 パ ネ ル の 駆 動 に 必 要 な 階 調 電 圧 と ゲ ー ト 電 圧 を 生
成 す る 電 圧 発 生 部 と 、 前 記 ゲ ー ト 電 圧 を 利 用 し て 液 晶 パ ネ ル の ゲ ー ト ラ イ ン を １ 水 平 走 査
期 間 単 位 で 順 次 に 駆 動 す る ゲ ー ト 駆 動 部 と 、 前 記 液 晶 パ ネ ル 上 の デ ー タ ラ イ ン 別 に 前 記 タ
イ ミ ン グ 制 御 部 の 画 像 デ ー タ に 対 応 す る 階 調 電 圧 を 選 択 し 、 前 記 選 択 さ れ た 電 圧 を １ 水 平
走 査 期 間 内 の 所 定 期 間 に 前 記 液 晶 パ ネ ル 上 の 各 デ ー タ ラ イ ン に 印 加 す る マ ス タ ー デ ー タ 駆
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動 部 と 、 以 前 の 水 平 走 査 期 間 内 に 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 印 加 さ れ た 画 像 デ ー タ 電 圧 を 保 存 し
、 前 記 保 存 さ れ た 電 圧 の 極 性 を 反 転 さ せ た 後 、 前 記 水 平 走 査 期 間 の プ リ チ ャ ー ジ 期 間 内 に
前 記 液 晶 パ ネ ル 上 の デ ー タ ラ イ ン に 前 記 極 性 反 転 さ れ た 電 圧 を プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 と し て 印
加 す る ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 は 、 以 前 の 水 平 走 査 期 間 内 に 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 印 加 さ れ た
画 像 デ ー タ 電 圧 を 保 存 す る た め の 保 存 部 と 、 前 記 保 存 部 で 保 存 さ れ た デ ー タ ラ イ ン 電 圧 の
極 性 を 反 転 さ せ た 後 、 現 在 の 水 平 走 査 期 間 の プ リ チ ャ ー ジ 期 間 内 に 前 記 極 性 が 反 転 さ れ た
電 圧 を プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 と し て 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 印 加 す る 反 転 駆 動 部 で 構 成 さ れ た 複 数
の 駆 動 回 路 を 含 み 、 前 記 各 駆 動 回 路 は デ ー タ ラ イ ン 別 に 具 備 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 液 晶 表 示 装 置 で は 、 前 記 ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 が １ 水 平 走 査 期 間 前 に 前 記 マ ス タ ー
デ ー タ 駆 動 部 が デ ー タ ラ イ ン に 印 加 し た 電 圧 を 保 存 し て い て 、 こ の 電 圧 の 極 性 を 変 え た 後
、 そ の 次 の 水 平 走 査 期 間 の プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 で デ ー タ ラ イ ン に 印 加 す る と い う 点 を 特 徴 と
す る 。 通 常 、 任 意 の ゲ ー ト ラ イ ン に 連 結 さ れ た 画 素 と そ の 次 の 隣 接 し た ゲ ー ト ラ イ ン に 連
結 さ れ た 画 素 の 間 に は そ の 画 像 デ ー タ （ 電 圧 の 大 き さ ） の 変 化 が ほ と ん ど な い の で 、 １ 水
平 走 査 期 間 前 の 画 像 デ ー タ を 極 性 反 転 し て 、 そ の 次 の 水 平 走 査 期 間 の プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 と
し て 使 用 す れ ば 、 プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 と 元 来 表 示 し よ う と し た 画 像 デ ー タ の 間 の 差 の 大 き さ
は 減 少 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 に 説 明 し た 本 発 明 の 目 的 、 技 術 的 構 成 及 び そ の 効 果 は 下 記 の 実 施 例 の 説 明 を 通 じ て
よ り 明 ら か に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 １ 水 平 走 査 期 間 前 に デ ー タ ラ イ ン に 印 加 さ れ た 電 圧 を 保 存 し
た 後 、 そ の 電 圧 の 極 性 だ け を 反 転 さ せ て 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 印 加 す る こ と に よ り マ ス タ ー
－ ス レ ー ブ 駆 動 時 に プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 と 元 来 表 示 し よ う と し た 画 像 デ ー タ 電 圧 の 間 の 電 圧
変 化 を 減 少 さ せ る こ と が で き 、 結 果 的 に 、 液 晶 表 示 装 置 の 充 電 特 性 を 向 上 さ せ る こ と が で
き る と い う 利 点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 添 付 し た 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 本 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 に お け る 通 常
の 知 識 を 有 す る 者 が 容 易 に 実 施 で き る よ う に 詳 細 に 説 明 す る 。 し か し 、 本 発 明 は 多 様 な 形
態 で 実 現 す る こ と が で き 、 こ こ で 説 明 す る 実 施 例 に 限 ら れ る わ け で は な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 及 び そ の 駆 動 方 法 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳
細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ に は 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 全 体 構 成 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 図 ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 液 晶 パ ネ ル １ ０ と 、 ゲ ー
ト 駆 動 部 ２ ０ と 、 マ ス タ ー デ ー タ 駆 動 部 ３ ０ と 、 ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 ４ ０ と 、 タ イ ミ ン
グ 制 御 部 ５ ０ と 電 圧 発 生 部 ６ ０ と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 液 晶 パ ネ ル １ ０ は 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン と 、 該 ゲ ー ト ラ イ ン に 垂 直 に 交 差 す る 複 数 の
デ ー タ ラ イ ン と 、 前 記 各 ゲ ー ト ラ イ ン と デ ー タ ラ イ ン の 交 点 に 形 成 さ れ た 画 素 を 含 み 、 該
画 素 は マ ト リ ク ス 形 式 で 配 置 さ れ て い る 。 前 記 各 画 素 は ゲ ー ト ラ イ ン と デ ー タ ラ イ ン に ゲ
ー ト 電 極 と ソ ー ス 電 極 が 各 々 連 結 さ れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ 図 示 せ ず ） と 、 該 薄 膜 ト ラ ン
ジ ス タ の ド レ ー ン 電 極 に 連 結 さ れ る 画 素 キ ャ パ シ タ ー （ 図 示 せ ず ） 及 び ス ト レ ー ジ キ ャ パ
シ タ ー （ storage capacitor） （ 図 示 せ ず ） を 含 む 。 こ の よ う な 画 素 構 造 で は ゲ ー ト 駆 動
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部 ２ ０ に よ っ て 該 当 ゲ ー ト ラ イ ン に ゲ ー ト オ ン 電 圧 が パ ル ス 形 態 で 印 加 さ れ る と 、 前 記 ゲ
ー ト ラ イ ン に 連 結 さ れ た 画 素 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が タ ー ン オ ン し 、 次 い で 前 記 ス レ ー ブ デ
ー タ 駆 動 部 ４ ０ に よ っ て 各 デ ー タ ラ イ ン に プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 が 印 加 さ れ 、 順 次 に 、 前 記 マ
ス タ ー デ ー タ 駆 動 部 ３ ０ に よ っ て 各 デ ー タ ラ イ ン に 画 素 情 報 を 含 む 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 こ
の 電 圧 は 該 当 画 素 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 経 て 画 素 キ ャ パ シ タ ー と 維 持 キ ャ パ シ タ ー に 印 加
さ れ て 、 こ れ ら キ ャ パ シ タ ー が 充 電 さ れ る こ と に よ っ て 所 定 の 表 示 動 作 が 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 で は 前 記 ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 ４ ０ が 、 １ 水 平 走 査 期 間 前 に 前 記
マ ス タ ー デ ー タ 駆 動 部 ３ ０ に よ り デ ー タ ラ イ ン に 印 加 さ れ た 電 圧 を 保 存 し て 、 こ の 電 圧 の
極 性 を 変 え た 後 、 （ 極 性 反 転 駆 動 方 式 が 適 用 さ れ る 場 合 を 仮 定 し て い る ） 、 水 平 走 査 期 間
の プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 で デ ー タ ラ イ ン に 印 加 す る と い う こ と に 特 徴 が あ る 。 通 常 、 任 意 の ゲ
ー ト ラ イ ン に 連 結 さ れ た 画 素 と そ の 次 の 隣 接 し た ゲ ー ト ラ イ ン に 連 結 さ れ た 画 素 の 間 に は
そ の 画 像 デ ー タ の 変 化 が ほ と ん ど な い の で 、 １ 水 平 走 査 期 間 前 の 画 像 デ ー タ を 極 性 反 転 し
て 、 そ の 次 の 水 平 走 査 期 間 の プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 と し て 使 用 す れ ば 、 プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 と 元
来 表 示 し よ う と し た 画 像 デ ー タ の 間 の 差 が 大 き く 減 少 す る 。 こ れ は プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 で 元
来 表 示 し よ う と し た 画 像 デ ー タ 電 圧 に 変 化 す る 時 間 を 短 縮 さ せ 、 こ れ に よ り 、 液 晶 駆 動 時
間 が 減 少 し 、 液 晶 充 電 特 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ ０ は 外 部 の グ ラ フ ィ ッ ク ソ ー ス （ graphic source、 図 示 せ ず ）
か ら 入 力 さ れ る Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 デ ー タ （ RGB Data） 、 同 期 信 号 （ Sync） の 提 供 を 受 け て 、 前 記
マ ス タ ー デ ー タ 駆 動 部 ３ ０ に 合 う よ う に 前 記 Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 デ ー タ （ RGB Data） の デ ー タ フ ォ
ー マ ッ ト （ format） を 変 換 し 、 前 記 液 晶 パ ネ ル １ ０ の 駆 動 の た め に ゲ ー ト 駆 動 部 ２ ０ と 、
マ ス タ ー 及 び ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 ３ ０ 、 ４ ０ で 必 要 と す る 制 御 信 号 群 （ Ｃ OUT、 SW） を
生 成 し て 出 力 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 電 圧 発 生 部 ６ ０ は 液 晶 パ ネ ル １ ０ の デ ー タ ラ イ ン と ゲ ー ト ラ イ ン に 実 際 に 印 加 す る
た め の 電 圧 で あ る 階 調 電 圧 （ Vgray） と ゲ ー ト オ ン ／ オ フ 電 圧 （ Vgate） を 生 成 し て 出 力 さ
せ る 。 前 記 階 調 電 圧 （ Vgray） は 複 数 の 電 圧 レ ベ ル を 有 し 、 前 記 マ ス タ ー デ ー タ 駆 動 部 ３
０ に 伝 送 さ れ る 。 前 記 マ ス タ ー デ ー タ 駆 動 部 ３ ０ は 前 記 タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ ０ か ら 提 供 さ
れ た Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 デ ー タ に よ っ て 前 記 階 調 電 圧 （ Vgray） を 選 択 し 、 こ の 選 択 さ れ た 電 圧 で
液 晶 パ ネ ル １ ０ を 駆 動 す る 。 ま た 、 前 記 ゲ ー ト 駆 動 部 ２ ０ は 前 記 ゲ ー ト オ ン ／ オ フ 電 圧 （
Vgate） で 液 晶 パ ネ ル １ ０ を 駆 動 し 、 ゲ ー ト オ ン 電 圧 を ゲ ー ト ラ イ ン に 順 次 に 印 加 す る こ
と に よ っ て 各 ゲ ー ト ラ イ ン に 連 結 さ れ た 画 素 を １ 水 平 走 査 期 間 単 位 に 選 択 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 マ ス タ ー デ ー タ 駆 動 部 ３ ０ は 複 数 の デ ー タ 駆 動 Ｉ Ｃ （ data driver IC） か ら な る 。
前 記 マ ス タ ー デ ー タ 駆 動 部 ３ ０ は 前 記 タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ ０ か ら 供 給 さ れ る Ｒ Ｇ Ｂ 画 像 デ
ー タ を 順 次 に ラ ッ チ （ latch） さ せ て 点 順 次 方 式 の デ ー タ 配 列 を 線 順 次 方 式 に 変 え 、 各 画
像 デ ー タ に 対 応 す る 階 調 電 圧 を 選 択 し て 並 列 的 に 配 列 し た 後 、 こ の 電 圧 を 画 像 デ ー タ 電 圧
と し て 液 晶 パ ネ ル １ ０ 上 の 各 デ ー タ ラ イ ン に 同 時 に 印 加 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 ４ ０ は 前 記 液 晶 パ ネ ル １ ０ 上 の デ ー タ ラ イ ン ご と に 一 対 一 に
対 応 す る よ う に 具 備 さ れ た 複 数 の 駆 動 回 路 か ら な り 、 各 駆 動 回 路 の 構 造 は 図 ３ に 示 さ れ て
い る 。 既 述 し た よ う に 、 前 記 ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 ４ ０ は １ 水 平 走 査 期 間 前 に デ ー タ ラ イ
ン に 印 加 さ れ た 画 像 デ ー タ を 保 存 し て お り 、 極 性 反 転 駆 動 方 式 が 適 用 さ れ る 場 合 、 前 記 保
存 さ れ た 画 像 デ ー タ の 極 性 を 反 転 さ せ た 後 、 該 当 デ ー タ ラ イ ン に 再 び 印 加 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 マ ス タ ー デ ー タ 駆 動 部 ３ ０ と ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 ４ ０ は 、 例 え ば 図 ２ に 示 す よ う に 液
晶 パ ネ ル １ ０ の 上 下 に 各 々 配 置 さ れ る 。 そ し て 、 １ 水 平 走 査 期 間 の プ リ チ ャ ー ジ 期 間 に は
ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 ４ ０ が 液 晶 パ ネ ル １ ０ 上 の デ ー タ ラ イ ン に プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 を 印 加
し 、 １ 水 平 走 査 期 間 の 残 り の 期 間 に は マ ス タ ー デ ー タ 駆 動 部 ３ ０ が 画 像 デ ー タ 電 圧 を 液 晶
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パ ネ ル １ ０ 上 の デ ー タ ラ イ ン に 印 加 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 図 ３ 及 び 図 ４ を 参 照 し て 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に 適 用 さ れ る ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動
部 の 駆 動 回 路 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ に は 前 記 図 ２ の ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 ４ ０ を 構 成 す る 駆 動 回 路 の 一 例 が 示 さ れ て お
り 、 図 ４ に は 前 記 図 ３ の 各 ノ ー ド 及 び ス イ ッ チ ン グ 信 号 の 波 形 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 図 ３ の 駆 動 回 路 は 液 晶 パ ネ ル １ ０ 上 の 各 デ ー タ ラ イ ン ご と に 一 つ ず つ 具 備 さ れ て い
る 。 前 記 駆 動 回 路 は 直 前 水 平 走 査 期 間 内 に デ ー タ ラ イ ン に 印 加 さ れ た 画 像 デ ー タ 電 圧 を 保
存 す る た め の キ ャ パ シ タ ー （ Ｃ ｓ ） 、 デ ー タ ラ イ ン と 前 記 キ ャ パ シ タ ー の 間 に 連 結 さ れ た
ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Ｓ Ｗ ２ ） 、 反 転 入 力 端 （ － ） と 出 力 端 が 互 い に 連 結 さ れ て 、 非 反 転 入
力 端 （ +） は 前 記 キ ャ パ シ タ ー （ Ｃ ｓ ） と ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Ｓ Ｗ ２ ） の 接 点 に 連 結 さ れ
る よ う に 構 成 さ れ た 演 算 増 幅 器 （ Ｏ Ｐ １ ） 、 非 反 転 入 力 端 （ +） に 共 通 電 極 電 圧 （ Ｖ ｃ ｏ
ｍ ） が 連 結 さ れ て 反 転 入 力 端 （ － ） と 出 力 端 が 抵 抗 （ Ｒ ２ ） を 通 じ て 連 結 さ れ る よ う に 構
成 さ れ た 演 算 増 幅 器 （ Ｏ Ｐ ２ ） 、 前 記 演 算 増 幅 器 （ Ｏ Ｐ １ ） の 出 力 端 と 前 記 演 算 増 幅 器 （
Ｏ Ｐ ２ ） の 反 転 入 力 端 （ － ） の 間 に 連 結 さ れ た 抵 抗 （ Ｒ １ ） 、 前 記 演 算 増 幅 器 （ Ｏ Ｐ ２ ）
の 出 力 端 と 前 記 デ ー タ ラ イ ン の 間 に 連 結 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Ｓ Ｗ １ ） を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 演 算 増 幅 器 （ Ｏ Ｐ １ ） は 出 力 端 と 反 転 入 力 端 が 接 続 さ れ て い る の で 、 ボ ル テ ー ジ ・ フ ォ
ロ ワ ー （ voltage follower） を 構 成 し 、 一 種 の バ ッ フ ァ ー （ buffer） と し て 動 作 し て 非 反
転 入 力 端 の 電 圧 を 出 力 端 に 伝 達 す る 。 演 算 増 幅 器 （ Ｏ Ｐ ２ ） は 一 般 的 な 加 算 器 （ adder）
と し て 動 作 し 、 反 転 入 力 端 （ － ） に 印 加 さ れ る キ ャ パ シ タ ー 電 圧 の 極 性 を 反 転 さ せ た 後 、
前 記 反 転 さ れ た 電 圧 を 非 反 転 入 力 端 （ +） に 印 加 さ れ る 共 通 電 極 電 圧 と 合 せ て 極 性 反 転 画
像 電 圧 を 形 成 し 出 力 端 に 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Ｓ Ｗ １ 、 Ｓ Ｗ ２ ） は タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ ０ で 提 供 さ れ る 制 御 信 号 （
Ｓ Ｗ ） に よ り そ の ス イ ッ チ ン グ 状 態 が 制 御 さ れ 、 １ 水 平 走 査 期 間 の う ち 所 定 の プ リ チ ャ ー
ジ 期 間 内 に は ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Ｓ Ｗ １ ） が タ ー ン オ ン さ れ 、 残 り の 期 間 内 に は ス イ ッ チ
ン グ 素 子 （ Ｓ Ｗ ２ ） が タ ー ン オ ン さ れ る 。 つ ま り 、 二 つ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Ｓ Ｗ １ 、 Ｓ
Ｗ ２ ） は 互 い に 交 互 に タ ー ン オ ン さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ４ の 波 形 図 を 参 照 す れ ば 、 １ 水 平 走 査 期 間 の プ リ チ ャ ー ジ 期 間 が 始 ま る 前 に は 、 前 記
ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Ｓ Ｗ １ ） が オ フ の 状 態 で あ り 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Ｓ Ｗ ２ ） が オ
ン 状 態 で あ る 。 こ の 時 に は 前 記 マ ス タ ー デ ー タ 駆 動 部 ３ ０ に よ っ て 直 前 の 水 平 走 査 期 間 の
画 像 デ ー タ 電 圧 が 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 印 加 さ れ る 。 こ れ と 同 時 に 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Ｓ
Ｗ ２ ） が オ ン 状 態 で あ る の で 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン 電 圧 は キ ャ パ シ タ ー （ Ｃ ｓ ） に 充 電 さ れ
る 。 図 ４ で ノ ー ド Ｃ の 電 圧 △ Ｖ ｄ は 直 前 水 平 走 査 期 間 の デ ー タ ラ イ ン に 印 加 さ れ た 画 像 デ
ー タ 電 圧 を 示 す 。 前 記 演 算 増 幅 器 （ Ｏ Ｐ １ ） の 出 力 端 で あ る ノ ー ド Ａ の 電 圧 は 前 記 キ ャ パ
シ タ ー （ Ｃ ｓ ） に 充 電 さ れ た 電 圧 が そ の ま ま 現 れ る 。 前 記 ノ ー ド Ａ の 電 圧 は 演 算 増 幅 器 （
Ｏ Ｐ ２ ） に よ っ て 反 転 さ れ た 後 、 共 通 電 極 電 圧 （ Ｖ ｃ ｏ ｍ ） と 合 わ せ ら れ て 演 算 増 幅 器 （
Ｏ Ｐ ２ ） の 出 力 端 で あ る ノ ー ド Ｂ に 現 れ る 。 し か し 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Ｓ Ｗ １ ） が オ フ
の 状 態 で あ る の で 、 前 記 ノ ー ド Ｂ の 電 圧 は デ ー タ ラ イ ン に 伝 達 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 一 方 、 前 記 演 算 増 幅 器 （ Ｏ Ｐ ２ ） で は 共 通 電 極 電 圧 （ Ｖ ｃ ｏ ｍ ） と 反 転 さ れ た デ ー タ 電
圧 が 加 え 合 さ れ る が 、 こ れ は 極 性 反 転 が 共 通 電 極 電 圧 （ Ｖ ｃ ｏ ｍ ） を 基 準 に 行 わ れ る 場 合
を 仮 定 し た も の で あ る 。 つ ま り 、 前 記 演 算 増 幅 器 （ Ｏ Ｐ ２ ） の 非 反 転 入 力 端 に 連 結 さ れ る
バ イ ア ス 電 圧 は 極 性 反 転 の 基 準 電 圧 で あ り 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 は 共 通 電 極 電 圧 を 基 準 に
極 性 反 転 を す る 場 合 だ け で な く 、 他 の 基 準 電 圧 が 適 用 さ れ る 場 合 も 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 次 に 、 次 の 水 平 走 査 期 間 が 始 ま る 。 水 平 走 査 期 間 の 最 初 段 階 は プ リ チ ャ ー ジ 期 間 で あ り
、 こ の 場 合 に は 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Ｓ Ｗ １ ） が タ ー ン オ ン さ れ て 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素
子 （ Ｓ Ｗ ２ ） が タ ー ン オ フ さ れ る 。 し た が っ て 、 ノ ー ド Ｂ の 電 圧 が ノ ー ド Ｃ を 経 て デ ー タ
ラ イ ン に 印 加 さ れ る 。 つ ま り 、 直 前 の 水 平 走 査 期 間 内 に デ ー タ ラ イ ン に 印 加 さ れ た 電 圧 が
現 在 の 水 平 走 査 期 間 の プ リ チ ャ ー ジ 期 間 内 に プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 と し て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 記 プ リ チ ャ ー ジ 期 間 が 完 了 す れ ば 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Ｓ Ｗ １ ） は タ ー ン オ フ さ れ 、
前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Ｓ Ｗ ２ ） は タ ー ン オ ン さ れ る 。 こ の 場 合 に は 、 前 記 マ ス タ ー デ ー
タ 駆 動 部 ３ ０ で 画 像 デ ー タ 電 圧 が 前 記 デ ー タ ラ イ ン に 印 加 さ れ 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン の 電 圧
は 既 述 し た よ う に ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Ｓ Ｗ ２ ） の タ ー ン オ ン に よ っ て キ ャ パ シ タ ー （ Ｃ ｓ
） に 充 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ４ の ノ ー ド Ｃ 電 圧 の 波 形 を 参 照 す れ ば 、 プ リ チ ャ ー ジ 期 間 内 に 直 前 水 平 走 査 期 間 に デ
ー タ ラ イ ン に 印 加 さ れ た 電 圧 で プ リ チ ャ ー ジ が 行 な わ れ 、 液 晶 画 素 に 充 電 さ れ る 電 圧 の 変
化 が 従 来 に 比 べ て は る か に 減 少 し た こ と が 分 か る 。 こ こ で 、 従 来 の 電 圧 変 化 は 、 破 線 で 示
さ れ て い る 。 従 来 は 特 定 レ ベ ル の プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 が 使 用 さ れ た た め に 、 充 電 し よ う と す
る 画 像 デ ー タ 電 圧 と プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 の 間 に 大 き な 差 が 発 生 す る 場 合 が あ り 、 本 発 明 の 液
晶 表 示 装 置 は こ の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る こ と が で き る 。 隣 接 し た ゲ ー ト ラ イ ン に 連 結 さ
れ た 画 素 に 印 加 さ れ る 画 像 デ ー タ 電 圧 は そ の 変 化 が 非 常 に 小 さ い た め に 、 １ 水 平 走 査 期 間
前 の 画 像 デ ー タ 電 圧 を 極 性 反 転 し て 、 現 在 の 水 平 走 査 期 間 の プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 と し て 使 用
す れ ば 、 プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 と 実 際 表 示 し よ う と す る 画 像 デ ー タ 電 圧 の 間 の 電 圧 差 の 大 き く
減 少 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 一 方 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に 適 用 さ れ る ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 回 路 は 精 密 な プ リ チ ャ ー
ジ 電 圧 の 制 御 を 必 要 と し な い の で 、 設 計 が 容 易 で あ り 、 ま た 工 程 マ ー ジ ン も 増 加 す る 。 し
た が っ て 、 従 来 の ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 回 路 に 比 べ て 大 き く 部 品 費 用 を 上 昇 さ せ る こ と が な
く 、 充 電 特 性 改 善 の 効 果 は 非 常 に 大 き い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 前 記 の よ う に 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た が 、 本 発 明 の 権 利 範 囲
は こ れ に 限 ら れ ず 、 前 記 請 求 範 囲 で 定 義 し て い る 本 発 明 の 基 本 概 念 を 利 用 し た 当 業 者 の 多
様 な 変 形 及 び 改 良 形 態 も ま た 本 発 明 の 権 利 範 囲 に 属 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 マ ス タ ー － ス レ ー ブ 駆 動 方 式 が 適 用 さ れ る 一 般 的 な 液 晶 表 示 装 置 の デ ー タ ラ イ ン
電 圧 波 形 を 示 し た 図 面 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 全 体 構 成 を 示 し た 図 面 で あ る 。
【 図 ３ 】 前 記 図 ２ に 示 し た ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部 に 適 用 さ れ る 駆 動 回 路 の 一 例 を 示 し た 図
面 で あ る 。
【 図 ４ 】 前 記 図 ３ の 回 路 で 各 信 号 の 波 形 を 示 し た 図 面 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
１ ０ :液 晶 パ ネ ル
２ ０ :ゲ ー ト 駆 動 部
３ ０ :マ ス タ ー デ ー タ 駆 動 部
４ ０ :ス レ ー ブ デ ー タ 駆 動 部
５ ０ :タ イ ミ ン グ 制 御 部
６ ０ :電 圧 発 生 部
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

(9) JP 2004-54292 A 2004.2.19



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｂ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｆ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｒ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｙ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６３２Ｚ          　　　　　

Ｆターム(参考) 2H093 NA16  NA33  NA43  NC02  NC09  NC11  NC16  NC34  NC35  ND01
　　　　 　　        ND32  ND34
　　　　 　　  5C006 AA16  AC11  AC21  AC27  AF51  AF71  AF83  BB16  BC03  BC12
　　　　 　　        BC20  BF25  BF43  FA14  FA22
　　　　 　　  5C080 AA10  BB05  DD05  DD08  EE29  FF11  JJ02  JJ03  JJ04

(10) JP 2004-54292 A 2004.2.19



专利名称(译) 液晶表示装置

公开(公告)号 JP2004054292A 公开(公告)日 2004-02-19

申请号 JP2003276182 申请日 2003-07-17

[标]申请(专利权)人(译) 三星电子株式会社

申请(专利权)人(译) 三星电子株式会社

[标]发明人 李昇祐
金英基

发明人 李 昇 祐
金 英 基

IPC分类号 G02F1/133 G09G3/20 G09G3/36

CPC分类号 G09G3/3688 G09G2310/0248

FI分类号 G09G3/36 G02F1/133.550 G09G3/20.612.F G09G3/20.621.B G09G3/20.621.F G09G3/20.623.B 
G09G3/20.623.F G09G3/20.623.R G09G3/20.623.Y G09G3/20.632.Z

F-TERM分类号 2H093/NA16 2H093/NA33 2H093/NA43 2H093/NC02 2H093/NC09 2H093/NC11 2H093/NC16 2H093
/NC34 2H093/NC35 2H093/ND01 2H093/ND32 2H093/ND34 5C006/AA16 5C006/AC11 5C006/AC21 
5C006/AC27 5C006/AF51 5C006/AF71 5C006/AF83 5C006/BB16 5C006/BC03 5C006/BC12 5C006
/BC20 5C006/BF25 5C006/BF43 5C006/FA14 5C006/FA22 5C080/AA10 5C080/BB05 5C080/DD05 
5C080/DD08 5C080/EE29 5C080/FF11 5C080/JJ02 5C080/JJ03 5C080/JJ04 2H193/ZA04 2H193
/ZC15 2H193/ZF02 2H193/ZF37

优先权 1020020042656 2002-07-19 KR

其他公开文献 JP4378125B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

本发明的目的是提供一种能够改善液晶显示装置的充电特性的液晶显示
装置。 在本发明的液晶显示装置中，在从数据驱动器在一个水平扫描周
期中存储由主数据驱动器施加到数据线的电压之后，改变该电压的极
性，并且在水平扫描周期中将预充电电压施加到数据线。连接到任意栅
极线的像素和连接到下一个相邻栅极线的像素之间的图像数据几乎没有
变化，因此一个水平扫描周期的图像数据的极性被反转，如果用作下一
个水平扫描周期的预充电电压，则预充电电压和原始显示的图像数据之
间的差异大大减小。 点域

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/ce64d57c-24bf-4807-8700-97d77c62c7e0
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/030439367/publication/JP2004054292A?q=JP2004054292A

